
  

別紙 

業務委託仕様書（案） 

 

１ 委託業務の名称   宇佐神宮御鎮座１３００年を契機とした県内広域周遊促進デジタル 

スタンプラリー事業委託業務 

 

２ 委託業務の目的 

 宇佐神宮御鎮座１３００年を契機として、主に県外からの観光客を対象にデジタルスタンプ

ラリーを実施し、県内周遊促進を図る。 

 

３履行期間      契約締結の日から令和８年１月３１日まで 

 

４ 概要 

（１） 開催時期：令和７年９月１日（月）～１１月３０日（日） 

（２） 開催場所：大分県内１８市町村 

（３） スポット数：５０箇所程度（宇佐神宮及び各市町村２箇所以上） 

 

５ 委託業務の内容 

（１） スタンプラリーシステムの構築及び運営 

ア． スマートフォンのＧＰＳ機能を使用し、受託者のデザインするデジタルスタンプを集

めるシステムを製作、または、既存の提供システムを利用し構築すること。 

イ． システムには、スポット（スタンプ取扱場所）の名称や写真など、回遊を促すために

必要な情報の登録を行うこと。なお、スポットの選定については、発注者と協議のう

え行うこと。スポットは、宇佐神宮に縁のある地・県内の観光スポット（施設や風景、

食など）等幅広く設定すること。 

ウ． スポットは５０箇所程度（宇佐神宮及び各市町村２箇所以上）設定すること。 

エ． 一定の条件をクリアした参加者（例：スポットを〇箇所以上周遊した者等）を対象に

抽選に参加できるシステムを構築すること。ただし、宇佐神宮訪問はインセンティブ

を設定すること。（例：２箇所相当としてカウントする、特別なデザインのスタンプ

が手に入る 等） 

オ． 参加者へのアンケート機能を構築すること。アンケート内容については委託者と協議

のうえ決定すること。 



  

カ． 参加者からの問い合わせに対応できるフォーム等の構築及び問い合わせへの対応を行

うこと。 

キ． 抽選への応募資格を得た参加者に対し、もれなくインセンティブ（アプリ上の待ち受

け画像や認定証等のようなもので可）配布する仕組みとし、インセンティブのデザイ

ンは委託者と協議のうえ決定すること。 

ク． 事業実施期間中、本システムの管理・運営を行うこと。 

 

（２） 事業の広報 

ア． 宇佐神宮御鎮座１３００年記念関連行事及び宇佐神宮について幅広く紹介するととも

に、スタンプラリー参加の誘引を効果的に行えるような内容とすること。 

イ． メインビジュアル画像を製作すること。 

ウ． ポスターを制作・印刷し、宣伝場所に郵送すること。郵送先は委託者と協議のうえ決

定すること。また、ポスターはＡ２片面カラー刷りで２００部程度制作すること。 

エ． チラシを制作・印刷し、宣伝場所に郵送すること。郵送先は委託者と協議のうえ決定

すること。また、チラシはＡ４両面でカラー刷りで６０００部程度制作すること。 

オ． キャンペーンＬＰを制作し、随時最新情報を掲載するなど管理・運営を行うこと。 

カ． ＳＮＳ（LINE、Meta 広告、Youtube 等）を活用したターゲティング広告の画像及び動

画を制作し、広告を出稿すること。 

キ． 広告バナーを制作すること。 

ク． 広報は令和７年７月末日までには開始すること。 

 

（３） 抽選業務の実施 

ア． 上記（１）で構築したシステムを使用し、条件を達成した参加者を対象とした抽選業

務を行うこと。 

イ． 応募条件は、より多くのスポットを周遊したくなるもの、かつ、参加のハードルが高

くならないように設定すること。 

ウ． 抽選後、当選者に賞品を発送すること。併せて、当選者の情報について速やかに発注

者に提出すること。なお、賞品の選定については、委託者と協議のうえ行うこと。 

 

（４） その他 

 ・本事業の全体スケジュール案を作成し、提案すること。 

 

 



  

（５） 上記（１）～（４）に付随する業務 

ア． 委託業務の進捗状況を必要に応じて報告すること。 

イ． その他、事業の運営に関して必要なこと。 

 

５ 報告書及び成果物の提出 

・事業完了後、委託期間内に以下に掲げるものを成果物として納品すること。 

 【成果物】 

① 広告バナー 

② 雑誌広告クリエイティブ 

③ 上記①②以外の広告クリエイティブ 

④ ランディングページデータ 

⑤ 事業に関連して取得・撮影した画像、動画等の素材データ 

⑥ 参加者のアンケート結果 

⑦ 月次報告書 

⑧ 年間報告書 

【納期】 

 ・①については、令和７年６月３０日（月）まで。更新等した場合はその都度。 

 ・②については、令和７年６月１３日（金）まで。 

 ・⑦については、原則として毎月１０日までとするが、大分県が別途指定する場合は、そ

れに従うこと。 

 ・③④⑤⑥⑧については、令和８年１月３０日（金）までとする。 

 

６ 成果物の著作権等 

（１） 本業務により得られた成果物の著作権、所有権、利用権は、原則として大分県に帰属す

ること。また、事前連絡なく加工及び二次利用できるものとすること。ただし、大分県

に帰属することができない相当の理由がある場合で、事前に承諾を得たときはこの限り

ではない。 

（２） 成果物について、第三者の知的財産権を侵害していないことを保証すること。 

 

７ 再委託 

受注者は、業務の全部または一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただ

し、あらかじめ委託者の承諾を得たときは、この限りではない。 

 



  

８ 所有権・機密保持及び個人情報保護 

（１）成果品の所有権及び著作権は委託者に無償で譲渡するものとする。 

（２）本業務を通じて取得した機密情報及び個人情報については、「機密保持及び個人情報保

護に関する特記事項」に基づき、適正に管理し、取り扱うこと。 

 

９ 留意事項等 

（１） 本業務の実施に当たっては、委託者等と必要な協議及び打ち合わせを十分に行い、その

指示に従って業務を進めること。 

（２） 本常務の実施に当たりしようする図表やデータ、画像等の著作権・使用権等の権利につ

いては、受託者において使用許可等を得ること。なお、これらを怠ったことにより、著

作権等の権利を侵害した場合は、受託者はその一切の責任を負うこと。 

（３） 業務の実施に当たり、発生した事故等については、受託者の責任において対処すること

とする。 

（４） 事故等により発生した損害は受託者が負担するものとする。ただし、その損害が委託者

の責めに帰する事由により発生したと認めたん場合は、その損害は委託者が負担するも

のとし、その額は委託者と受託者で協議して決定する。 

（５） 業務の実施体制について、業務全体を統括するための責任者を置くこと。統括責任者は、

業務執行に必要な要員を確実に手配すること。また、業務実施体制を作成し、委託者へ

提出すること。 

（６） 本業務仕様書に定めのない事項については、受託者は委託者と協議し、その指示に従う

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 


